
(単位　千円)　

１　営業収益

（１）下水道使用料 300,255

（２）その他営業収益 37,280 337,535

２　営業費用

（１）管路費 21,802

（２）ポンプ場費 211

（３）処理場費 293,948

（４）普及促進費 3,513

（５）業務費 13,370

（６）総係費 56,700

（７）減価償却費 779,299

（８）資産減耗費 51,044

（９）その他営業費用 27,273 1,247,160

　　営業利益 △ 909,625

３　営業外収益

（１）受取利息及び配当金 10

（２）他会計補助金 600,000

（３）長期前受金戻入 399,063

（４）消費税還付金 20,000 0

（５）雑収益 4 1,019,077

４　営業外費用

（１）支払利息及び企業債 86,401

　　　取扱諸費

（２）雑支出 1 86,402 932,675

　　経常利益 23,050

　　当年度純利益 23,050

　　前年度繰越利益剰余金 0

　　その他未処分利益剰余金変動額 719,185

　　当年度未処分利益剰余金 742,235

令和７年度  葉山町下水道事業会計予定損益計算書

(令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで)

 

損益計算書（P/L︓Profit and Loss statement）の解説

○『損益計算書』から分かることは・・・︖
  どんな経営活動によってどれだけの経営成績を上げたかを知り、それに基づい
  て過去の経営を分析し、将来の方針を立てることが可能となります。

①営業利益
 本業による利益
通常の業務活動の損益の結果
が表示されます。

②経常利益
 経営努力の成果を示す利益
通常の業務活動に関する損益
に加えて、資金調達等に関す
る損益の結果が表示されます。

３つの段階で利益を把握 

利益 ＝ 収益 － 費用 

③当年度純利益
 最終的な利益
１年間のすべての損益の結果
が表示されます。

その他未処分利益剰余金変動額の内訳
・令和６年度決算見込み利益剰余金︓719,185千円 ・・・・・・①
 ①のうち、161,669千円を令和７年度予算の補填財源 ・・・・②
→『減債積立金』とし、令和７年度の企業債償還の財源とします。
（令和７年度下水道事業会計予算︓第４条・第１2条記載）
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貸借対照表の当年度未処分利益剰余金と一致する︕︕

○『損益計算書』とは・・・︖
  １事業年度の経営成績を明らかにするために、その期間中に得たすべての収益
  とこれに対応するすべての費用を記載した報告書です。
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